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In recent years, the number of people using Internet auctions has been increasing. In this study, I analyzed the factors 
related to the sold price and constructed a sold price prediction model for three product categories. Based on these 
results, I evaluated the sold price prediction models. 

 

1. 緒 言 

近年,インターネットの普及によってオンライン

ショップが必要不可欠になってきている.その中で

もコロナ禍の巣ごもり需要なども相まってインタ

ーネットオークションの人気も高まってきており,

市場も拡大しつつある. 国内のネットオークショ

ン最大手であるヤフーオークションは出品数は

1500 万点以上,ユーザー数は 600 万人を超えるほ

どの規模となっている.ネットオークションでは,

落札時期,入札数など様々な要因で落札価格が変動

する.落札価格の動きは経験的なもので予測される

ものが多く,分析されたものは少ない[1][3]. 

そこで本研究では,人気の高い家電を対象にカテ

ゴリーをテレビ,冷蔵庫,カメラの 3 つに分け,2019

年 1 月から 2021 年 8 月までの期間を対象に,落札

価格に関係する要素について分析し,落札価格の予

測モデル製作を行い,予測値と実際の落札価格を比

較する.オークション開始前にある程度価格の予測

が出来れば,オークション初心者でも冷静さを欠い

て高額な商品を落札してしまうといった問題を回

避できると考える. 

 

2. 分析対象と使用する変数 

本研究では,2019 年 1 月から 2021 年 8 月のヤフ

オク!で落札された商品を対象とする.対象となる

商品カテゴリーは冷蔵庫,テレビ,カメラの 3 つで

ある.目的変数として「落札価格」を選択した.説

明変数として「入札数」「開始価格」「商品の状

態」「送料」「出品者（ストア,個人）」「希望落札

額」「オークションタイプ」「かんたん取引」「か

んたん決済」「値下げ交渉」「注目のオークショ

ン」「税率」「景気動向指数」を候補とした.トレラ

ンスの異常値を考慮して最終的に選択された変数

は「入札数」「開始価格」「商品の状態」「オーク

ションタイプ」「かんたん取引」である. 

 

3. 分析結果 

2019年１月から 2021年８月までの期間のデー

タ 3500分の落札価格を対象に目的変数,その他の

変数を説明変数とし,重回帰分析を行った. 

分析の結果,冷蔵庫カテゴリーが良好な結果とな

った. 

表１ 冷蔵庫カテゴリーの重回帰分析結果 

 

 寄与率𝑅2が 0.908 と高い値をとった.標準偏回帰

係数の値から入札数の影響力が強く,次に開始価格

が強いということがわかった.またテレビカテゴリ

ーの寄与率𝑅2は 0.846,カメラカテゴリーの寄与率

𝑅2は 0.707 と有意な値をとった.テレビ,カメラ両

カテゴリーとも入札数と状態の影響が強い結果と

なった. 

 

4. モデル式の作成・評価 

 重回帰分析の結果をもとに,選択した説明変数

を用いてモデル式を算出する.落札価格予測の算

出方法を整理すると以下のようになる.落札価格

の予測式を定式化するため,次の記号を定義する

[2]. 

𝑖 :予測するカテゴリー, j :予測する時期 

𝐶(𝑖, 𝑗)    :カテゴリー𝑖の時期𝑗の落札価格 

𝑎i :カテゴリー𝑖の定数項 

𝑘 :説明変数 

𝐗ij  :カテゴリー𝑖の時期𝑗の変数ベクトル 



 

   

 

𝐗ijk :カテゴリー𝑖の時期𝑗における説明変数𝑘

の値 

𝐁i :カテゴリー𝑖の偏回帰係数ベクトル 

𝐁ik :カテゴリー𝑖の変数𝑘の偏回帰係数 

予想落札価格を式(1)で表すことができる. 

𝐶(𝑖. 𝑗)= 𝑎i+𝐁𝑖 𝐗𝑖𝑗𝑘
𝑇    (1) 

得られた予測式をもとに落札価格を予測する.

予測精度は相対誤差を参考にして評価する. 相対

誤差の絶対値の平均を MAD(平均絶対偏差)とい

い,その予測モデルがどのくらいの精度なのか測

ることのできる指標である.MAD が小さければ精

度の高い予測モデルと言える.算出した予測式の

一部を抜粋して表２,表 3に表す. 

表２ 冷蔵庫カテゴリーの予測精度 

 

冷蔵庫カテゴリーの MAD は 0.007607 と精度の

良い結果が得られた.結果から,実際の商品を予測

する場合に十分役立つ数値だと考えられる. 

表 3  テレビカテゴリーの予測精度 

 

テレビカテゴリーの MAD は 0.772689 となっ

た.結果から,実際の商品をこのモデル式用いて予

測した場合,77％の誤差が生まれるということであ

る. 例を出すと 1 万円の商品を買おうとした場

合,17700 円から 2300 円の誤差が生じるというこ

とである. 

カメラカテゴリーの MAD は 0.924692 となっ

た.誤差がおおよそ 92％の予測式と,実際の商品を

予測するには使える段階には無い結果となった.原

因としては,用意した変数では目的変数を説明しき

れなかったことが原因として挙げられる. 

3 カテゴリーとも説明変数間の種類が類似して

いたが,予測の結果を見ると冷蔵庫カテゴリー以外

は予測に使える精度とは言えない結果になった.要

因としては値段が大きく関係していると考えられ

る.データを取得する際に人気順に取得した結果,

データに偏りが生じた可能性がある.データに偏り

ができないよう注意し,説明変数間の相関を考慮

し,より多くの変数を用意できれば,より高い精度

で予測できるのではないだろうか. 

 

5．結 言 

本研究では,オークションの落札価格を予測する

ため,重回帰分析を使用してヤフオク!の落札価格

に関係する要素について分析した. 

ヤフオク!の複数のカテゴリーの落札価格予測

モデルを作成し,実際に落札価格の予測を行った.

結果としては 3 カテゴリー中 1 つしか十分な精度

を得られなかったが,冷蔵庫カテゴリーの予測精度

はオークションに入札する際の参考とするには十

分な精度を得られたと考える.しかしながら予想し

ていた落札価格が大きく外れたオークションも多

く,説明変数では説明しきれていなかった要素があ

ったと考えられる. 

本研究では分析する対象をヤフオク!の 3 カテ

ゴリーにしたため,対象の幅が広く,価格帯が安定

しなかった.冷蔵庫カテゴリーの結果から,単一の

商品かメーカーやブランドを対象とすれば,より高

い精度で価格の予測ができると推測できる. また

四半期ごとではなくより短い間隔で予測値と実測

値を比較することができれば更に予測精度が高め

られると考える. 

今後の課題としては説明変数の追加,近年ユーザ

ーが増えつつあるメルカや eBay などと言ったヤ

フオク!以外でも使えるモデルの作成,複数のカテ

ゴリーでも使えるモデル式の作成が挙げられる. 
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